
台
風
一
過
「
ゴ
ミ
の
ド
レ
ス
」

玉
出
西
2
丁
目
付
近
に
て
撮
影
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本
社
所
在
地
：
大
阪
市
住
吉
区
清
水
丘
3
の
14
の
72

話
し
手
：
総
務
部
総
務
課
事
務
主
任　

小
倉
啓
作
氏

記
録
場
所
：
阪
堺
電
気
軌
道
本
社

取
材
日
時
：
６
月
22
日　

14
：
00
～
14
：
40

回
り
灯
篭
の
絵

　

新
今
宮
駅
界
隈
の
思
い
出
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
新
世

界
周
辺
に
は
通
天
閣
や
ジ
ャ
ン
横
、動
物
園
が
あ
り
、し

か
し
、私
が
小
学
校
低
学
年
で
あ
っ
た
1
9
5
0
年
代

前
半
に
は
ま
だ
現
在
の
通
天
閣
は
な
か
っ
た
。
親
父
が

新
世
界
の
映
画
館
や
動
物
園
に
連
れ
出
し
た
。
高
校
生

の
頃
は
、美
術
館
地
下
で
デ
ッ
サ
ン
の
練
習
に
通
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

我
が
家
は
東
住
吉
区
の
田
辺
に
あ
り
、新
今
宮
方
面

へ
の
交
通
手
段
は
南
海
平
野
線（
現「
阪
堺
電
気
軌
道
」）

で
、「
田
辺
停
留
所
」（
阪
堺
電
気
軌
道
は
駅
と
呼
ば
ず
停

留
所
と
称
す
。
以
下
略
称
す
る
）か
ら
ア
ベ
ノ
交
差
点
を

経
由
し「
恵
美
須
町
」ま
で
運
行
し
て
い
た
。「
南
霞
町
」

（
現「
新
今
宮
駅
前
」）は
始
発
駅
恵
美
須
町
の
南
に
一
つ

手
前
の
停
留
所
で
、こ
の
駅
か
ら
地
下
鉄
御
堂
筋
線
や

堺
筋
線
の「
動
物
園
前
駅
」へ
は
最
短
距
離
だ
。
成
人
に

な
っ
て
も
南
霞
町
で
降
車
し「
動
物
園
前
駅
」で
乗
り
換

え
、北
方
面
に
向
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
を
地
下
で
中

継
す
る
階
段
上
に
は
、い
つ
も
薄
汚
れ
た
酔
っ
払
い
の

男
た
ち
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
寝
転
が
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
平
野
線
は
80
年
に
廃
止
さ
れ
、後
年
私
が
ホ
ー

ム
レ
ス
へ
の
応
援
活
動
に
か
か
わ
る
と
、JR
環
状
線
を

利
用
し「
新
今
宮
駅
」周
辺
を
頻
繁
に
ほ
っ
つ
き
歩
く
。

社
会
医
療
セ
ン
タ
ー
、更
生
相
談
所
、ド
ヤ
、西
成
警
察

署
な
ど
の
景
観
が
私
の〝
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
〞に
な
っ
て
い
っ

た
。
新
今
宮
界
隈
を
往
還
す
る
と
き
、″
日
常
の
旅
〞と
し

て
過
ご
し
た
こ
れ
ら
鉄
道
は
、時
に
回
り
灯
篭
の
絵
と

な
っ
て
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

【 

阪
堺
電
気
軌
道
株
式
会
社 

】

　

17
年
10
月
25
日
の
平
日
に
調
査
さ
れ
た
、阪
堺
電
気

軌
道
㈱「
新
今
宮
駅
前（
旧
南
霞
町
）」に
お
け
る
１
日

の
乗
降
客
数
で
あ
る
。
新
今
宮
駅
前
か
ら
の
乗
車
客
は

3
1
1
名
、降
車
客
は
3
9
3
名
で
、降
車
客
の
多
く
は

地
下
鉄
動
物
園
前
方
面
に
乗
り
換
え
す
る
通
勤
客
と
み

ら
れ
て
い
る
。
大
阪
メ
ト
ロ
の
西
岡
氏
は「
動
物
園
前
で

の
最
終
降
車
客
は
、駅
周
辺
の
勤
務
地
で
の
通
勤
者
あ

る
い
は
通
学
生
徒
た
ち
と
思
わ
れ
る
」と
話
し
て
い
た

が
、JR
新
今
宮
駅
真
下
に
あ
る
阪
堺
電
気
軌
道「
新
今
宮

駅
前
」で
降
車
す
る
人
た
ち
の
一
部
も
、駅
周
辺
勤
務
地

へ
の
通
勤
・
通
学
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
は
17
年
11
月
19
日
の
休
日
に
調
査
さ
れ
た
、阪
堺

電
気
軌
道「
新
今
宮
駅
前（
旧
南
霞
町
）」に
お
け
る
１
日

の
乗
降
客
数
で
あ
る
。
新
今
宮
駅
前
か
ら
の
乗
車
客
は

1
3
8
名
、降
車
客
は
1
1
8
名
で
、平
日
に
お
け
る
利

用
客
ほ
ど
で
は
な
い
が
、乗
降
者
数
が
逆
転
す
る
。「
休

　

地
図
帳
の
凡
例
で
は
、市
区
町
な
ど
を
分
け
る

境
界
線
を
「
市
区
町
村
界
」
と
称
し
、
二
点
鎖
線

（

—

︰

—

）で
あ
ら
わ
す
。
西
成
区
は
６
つ
の
行
政

区（
大
正
・
浪
速
・
天
王
寺
・
阿
倍
野
・
住
吉
・
住
之

江
）と
接
し
、
西
は
木
津
川
、
東
は
上
町
台
地
、
北

は
鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
、南
は
港
湾
部
に
誘
導
す
る

動
線
を
も
つ
街
で
あ
る
。﹃
な
び
﹄創
刊
当
初「
に

し
な
り
の
境
界
線
」と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し

た
。
西
成
に
接
す
る
境
界
線
上
に
何
か
を
発
見
す

る
試
み
だ
っ
た
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
境
界
シ

リ
ー
ズ「
区
界
浄
土　

ニ
シ
ナ
リ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

を
考
え
て
み
た
。

区
界
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

佐
々
木
敏
明
／
安
田
拓
也

異界のターミナル6-2

特集
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南
海
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・
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下
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南
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町
駅

阪
堺
線

至
住
吉
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天
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茶
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な
ん
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駅
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梅
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駅
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駅
所
在
地
：
大
阪
市
西
成
区
萩
之
茶
屋
１
の
２
の
24 

話
し
手
：
総
務
室
総
務
部
（
広
報
担
当
）
課
長
補
佐　

園
口
勇
一
氏

記
録
場
所
：
南
海
電
気
鉄
道
本
社

取
材
日
時
：
６
月
27
日　

13
：
00
～
13
：
40

口
さ
ん
は
話
す
。
周
辺
地
域
で
は
、駅
前
に
現
出
す
る
星

野
リ
ゾ
ー
ト
の
ホ
テ
ル
計
画
な
ど
、新
た
な
話
題
と
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

旅
客
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
た
い
。
南
海
本
線
上

り
で
新
今
宮
駅
乗
り
換
え
、環
状
線
外
回
り
へ
乗
車
し

た
数
は
終
日
で
4
4
1
5
名
、ピ
ー
ク
時
は
2
1
3
1

名
。
同
じ
く
環
状
線
内
回
り
へ
の
乗
り
換
え
は
終
日
で

6
3
2
6
名
、
ピ
ー
ク
時
は
3
5
8
6
名
。
高
野
線
上

り
か
ら
環
状
線
外
回
り
に
乗
り
換
え
た
終
日
の
乗
客
は

5
6
1
7
名
、ピ
ー
ク
時
の
乗
客
は
3
0
3
7
名
。
同
じ

く
高
野
線
上
り
か
ら
環
状
線
の
内
回
り
に
乗
り
換
え
た

乗
客
数
は
終
日
で
6
2
2
7
名
。
ピ
ー
ク
時
3
2
6
5

名
と
な
っ
て
い
る
。

日
は
、沿
線
の
各
ス
ポ
ッ
ト
に
足
を
延
ば
す
家
族
連
れ

や
観
光
客
が
多
い
と
考
え
る
。
と
く
に
住
吉
大
社
へ
の

旅
客
は
多
い
」と
、阪
堺
電
気
軌
道
総
務
課
の
小
倉
さ
ん

は
話
す
。

　

阪
堺
電
軌
軌
道
の
始
発
駅「
恵
美
須
町
」か
ら
の
利
用

客
は
、次
駅
の
新
今
宮
駅
前
で
の
降
車
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

ひ
と
駅
で
し
か
も
短
い
距
離
だ
が
、し
か
し
地
理
に
疎

い
観
光
客
た
ち（
と
く
に
外
国
人
）は
そ
の
一
区
間
を
利

用
し
、新
今
宮
駅
前
に
降
り
立
つ
こ
と
は
あ
る
ら
し
い
。

　

阪
堺
電
気
軌
道
は
南
海
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、上
町
線

（
天
王
寺
駅
前
～
住
吉
）、阪
堺
線（
恵
美
須
町
～
浜
寺
駅

前
）両
線
を
運
行
管
理
す
る
。
両
線
は
住
吉
で
合
流
し
て

い
る
。
職
員
の
多
く
が
運
転
資
格
を
持
ち
、小
倉
さ
ん
も

過
去
歴
戦
の
資
格
者
だ
。
現
在
、運
転
士
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
人
数
は
49
名
と
い
う
。

　

私
は
20
代
後
半
ま
で
阪
堺
電
気
軌
道
平
野
線（
恵
美

須
町
～
今
池
～
平
野
。
80
年
廃
止
）を
、通
勤
通
学
に
利

用
し
て
き
た
。
自
宅
の
田
辺
か
ら
乗
車
し
、南
霞
町（
現

新
今
宮
駅
前
）で「
御
堂
筋
線（
堺
筋
線
）動
物
園
前
駅
」

に
乗
り
換
え
乗
降
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
区
界

ど
真
ん
中
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
当
時
は
往
復
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
1
両
編
成
の
電
車
で
乗
客
同
士
の
距
離
感
も

近
く
、い
ま
で
こ
そ
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
だ
が「
運
転
士
、車

掌
と
乗
客
の
距
離
も
近
く
、以
前
は
女
性
た
ち
、と
く
に

女
子
学
生
た
ち
の
あ
こ
が
れ
も
手
伝
っ
て
、乗
務
員
と

女
性
乗
客
と
の
恋
愛
や
結
婚
も
あ
っ
た
」と
小
倉
さ
ん

は
語
っ
て
く
れ
た
。「
も
ち
ろ
ん
乗
務
中
の
ナ
ン
パ
な
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
い
う
ユ
ー
モ
ア
な
注
釈
も
。

阪
堺
電
気
軌
道
㈱「
新
今
宮
駅
前
」の
乗
り
換
え
デ
ー

タ
を
読
む（
国
交
省
の
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
か
ら
）

　

阪
堺
線
の
上
り
の
乗
客
が
新
今
宮
駅
前
で
、地
下
鉄

御
堂
筋
線
動
物
園
前
の
上
り
電
車
に
乗
り
換
え
る
数
は

3
1
7
名
で
、な
ん
ば
駅
、心
斎
橋
駅
、淀
屋
橋
駅
、梅

田
駅
方
面
に
向
か
う
。
下
り
乗
客
は
6
1
1
名
で
天
王

寺
お
よ
び
南
方
面
に
向
く
。
阪
堺
線
の
下
り
乗
客
が
御

南
海
電
気
鉄
道
本
線「
新
今
宮
駅
」の
乗
り
換
え
デ
ー

タ
を
読
む（
国
交
省
の
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
か
ら
）

　

本
線
上
り
で
新
今
宮
駅
を
降
車
し
た
乗
客
4
4
1
5

名
は
、環
状
線
外
回
り（
大
正
・
弁
天
町
・
福
島
・
大
阪
駅

等
方
面
）へ
。
ま
た
6
3
2
6
名
は
、環
状
線
内
回
り（
天

王
寺
・
鶴
橋
・
京
橋
・
天
満
・
大
阪
駅
等
方
面
）に
そ
れ
ぞ
れ

乗
り
換
え
目
的
地
に
分
散
し
て
い
く
。
同
じ
く
上
り
降

車
か
ら
関
西
本
線
の
上
り
を
利
用
し
て
JR
難
波
方
面
に

移
動
す
る
乗
客
数
は
1
2
5
3
名
だ
。
た
だ
関
西
本
線

下
り
線
の
カ
ウ
ン
ト
は
な
い
。

　

南
海
本
線
上
り
か
ら
高
野
線
上
り
へ
19
名
が
乗
り
換

え
て
い
る
。
天
下
茶
屋
駅
か
そ
れ
よ
り
以
南
方
面
へ
の

移
動
か
。
本
線
下
り
か
ら
環
状
線
外
回
り
に
は
14
名
が

乗
り
換
え
を
し
て
い
る
。
南
海
電
気
鉄
道
か
ら
他
鉄
道

へ
の
乗
り
換
え
状
況
に
関
す
る
他
の
デ
ー
タ
は
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
て
い
な
い
。

南
海
電
気
鉄
道
高
野
線「
新
今
宮
駅
」
の
乗
り
換
え

デ
ー
タ
を
読
む（
国
交
省
の
鉄
道
セ
ン
サ
ス
調
査
か
ら
）

　

南
海
高
野
線
の
上
り
で
降
車
し
た
乗
客
5
6
1
7

名
は
、環
状
線
外
回
り（
大
正
・
弁
天
町
・
福
島
・
大
阪
駅

等
方
面
）へ
。
そ
し
て
6
2
2
7
名
が
環
状
線
内
回
り

（
天
王
寺
・
鶴
橋
・
京
橋
・
天
満
・
大
阪
駅
等
方
面
）へ
と

移
動
し
て
い
く
。
同
じ
上
り
か
ら
関
西
本
線
上
り
へ
は

1
7
1
0
名
が
JR
難
波
方
面
へ
。
関
西
本
線
下
り
へ
は

2
0
0
名
だ
。

　

鉄
道
オ
タ
ク
で
も
な
く
各
鉄
道
の
動
態
事
情
に
は
全

く
の
素
人
だ
っ
た
が
、区
界
上
を
縦
横
断
す
る
鉄
道
網

か
ら
は
じ
き
だ
さ
れ
る
、多
く
の
人
々
の
群
れ
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
の
が
こ
の
プ
ラ
ン
だ
っ
た
。
調
査
不
足

で
は
あ
る
が
、愛
読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、少
し
ば
か
り
鉄

道
の
も
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
だ
。

文
責
：
佐
々
木
敏
明　
表
組
作
成
：
安
田
拓
也

堂
筋
線
の
下
り
に
向
か
う
の
は
9
8
6
名
で
、や
は
り

天
王
寺
や
南
方
面
だ
。

【 

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

】　

　

南
海
電
気
鉄
道
は
戦
前
、難
波
と
天
下
茶
屋
間
を
複
々

線
化
で
走
行
し
、す
で
に「
今
宮
戎
駅
」「
萩
ノ
茶
屋
駅
」

は
高
架
化
さ
れ
て
い
た
。
66
年
に
輸
送
力
円
滑
化
の
も

と
、現
在
の「
新
今
宮
駅
」が
開
業
さ
れ
た
。
そ
の
２
年

前
に
国
鉄（
現
JR
）が「
新
今
宮
駅
」を
開
業
し
て
お
り
、

そ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
付
近
を
跨
い
で
建
設
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
新
今
宮
駅
は
今
宮
戎
、萩
ノ
茶
屋
駅
よ

り
も
若
い
駅
だ
。

「
年
々
増
え
る
外
国
人
に
伝
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
、駅

頭
で
の
各
国
言
語
化
や
表
示
サ
イ
ン
化
を
進
め
て
い
る
。

駅
舎
周
辺
の
宿
泊
施
設
に
、お
得
な
切
符
の
外
国
語
案

内
チ
ラ
シ
を
置
い
て
も
ら
う
な
ど
、営
業
活
動
に
も
力

を
入
れ
、賑
わ
い
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

難
波
か
ら
南
進
し
て
き
た
高
架
下
の
商
業
施
設
化
の
計

画
は
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
方
向
だ
」と
広
報
の
園

鉄道
会社 駅名 到着駅・線

（from） 乗換駅・線（to） 人数 行き先

阪堺
電気
軌道
㈱

新
今
宮
駅
前

上り線から 御堂筋線
上り線へ 317 なんば・心斎橋・淀屋橋・梅田駅方面

下り線へ 611 天王寺駅および南方面

下り線から 御堂筋線 下り線へ 986 天王寺駅および南方面

南
海
電
気
鉄
道
㈱

新
今
宮
駅

南
海
本
線

上り線
から

JR環状線
外回りへ 4,415 弁天町⇒西九条⇒福島⇒大阪駅方面

内回りへ 6,326 天王寺⇒京橋⇒大阪駅方面

JR関西本線 上り線へ 1,253 JR難波駅方面

下り線
から

南海高野線 上り線へ 19 天下茶屋・堺東駅方面

JR環状線 外回りへ 14 弁天町⇒西九条⇒福島⇒大阪駅方面

高
野
線

上り線
から

JR環状線
外回りへ 5,617 弁天町⇒西九条⇒福島⇒大阪駅方面

内回りへ 6,227 天王寺⇒京橋⇒大阪駅方面

JR関西本線
上り線へ 1,710 JR難波駅方面

下り線へ 200 天王寺駅および東大阪・奈良方面

JR をまたぐ南海電車「新今宮駅」

南海電車の新今宮駅改札口

謝
辞　

阪
堺
電
気
軌
道
、
南
海
電
気
両
鉄
道
会
社
の
取
材
に
か
か

わ
る
中
で
、
大
阪
北
部
地
震
、
及
び
台
風
21
号
の
両
災
害
に
遭
遇

し
、
両
鉄
道
総
務
部
／
広
報
担
当
諸
氏
の
業
務
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
掲
載
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
詫
び
し
そ
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

※
Ｊ
Ｒ
環
状
線
の
外
回
り
と
は
、大
阪
駅
を
起
点
と
し
時
計
回
り
に
天
満
・

京
橋
・
鶴
橋
・
天
王
寺
・
新
今
宮
→
大
阪
駅
を
終
着
駅
と
す
る
。
内
回
り
と

は
大
阪
駅
を
起
点
に
、逆
時
計
回
り
に
福
島
・
弁
天
町
・
大
正
・
新
今
宮
→
大

阪
駅
を
終
着
駅
と
す
る
。
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[ 沖田一志 ] ネットワーク設定の仕事で初めての
機器に挑戦中。コマンドも設定も、いつもの機器
と全く違うので戸惑って混乱します。専門用語も
多くて・・・この年齢になると限界を感じます。

[ 佐々木敏明 ]  
荒ぶれる交響止みて秋蝉うたう
嫉妬せし月は火星に秋ゆずる
入道がいずこに去りや鱗雲

[ 田岡秀朋 ]   台風・地震と「災害」が続いた。高潮、
大規模停電と「想定外」も続いたが、天災は不可
抗力で法律上の賠償責任は発生せず、損保も「適
用外」にも驚いた。

『西成区　銭湯』と検索すると、20件以上がヒットする。その数は他の地域と比べても群をぬいてい
て、「西成は銭湯多いなぁ」という声をよく聞く。そこで、それぞれの銭湯の特徴やオーナーのこだわ
り、歴史などを取材し、西成区の銭湯の魅力に迫っていく。少し銭湯に行きたくなるコーナー。

「
西
成
区
に
あ
る
お
風
呂
屋
さ
ん
を
取
材
し

て
み
よ
う
！
」
と
思
い
つ
き
で
は
じ
ま
っ
た

「
お
風
呂
屋
さ
ん
も
の
が
た
り
」。
合
計
６
軒

の
お
風
呂
屋
さ
ん
に
は
お
忙
し
い
中
、
取
材

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
私
た
ち
の
自
宅

に
は
風
呂
が
あ
る
の
で
、
あ
え
て
西
成
の
お

風
呂
屋
さ
ん
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
浴
場
を
取
材
す
る

に
つ
れ
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
こ
と
や
「
そ
ん

な
と
こ
ろ
に
ま
で
気
を
配
っ
て
い
る
の
か
」

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
多
々
あ
り
、
少

し
お
風
呂
屋
の
豆
知
識
が
豊
富
に
な
っ
た
と

自
負
し
て
い
る
。

　

ま
ず
取
材
を
し
て
思
っ
た
の
が
、
ど
こ
の

お
風
呂
屋
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
意
識
を

持
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
例

え
ば
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
に
取
材
を
し

た
「
都
温
泉
」。
定
休
日
で
も
欠
か
さ
ず
掃

除
を
お
こ
な
い
、
お
客
さ
ん
の
手
も
届
か
な

い
し
目
に
触
れ
る
こ
と
も
め
っ
た
に
な
い
、

高
い
と
こ
ろ
の
窓
も
毎
日
拭
か
れ
て
い
る
こ

と
に
は
驚
い
た
。
銭
湯
は
清
潔
さ
が
な
に
よ

り
大
切
だ
。
大
切
だ
か
ら
こ
そ
見
え
に
く
い

部
分
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
だ
な
と
感
心

し
た
。
ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
故
障
し

た
備
品
の
修
理
は
業
者
に
依
頼
せ
ず
に
自
分

　

「
お
風
呂
屋
さ
ん
も
の
が
た
り
」
の
し
め
く
く
り
に
あ

た
り
、
わ
た
し
た
ち
の
運
動
と
縁
の
深
い
文
化
温
泉
に

つ
い
て
一
言
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

１
９
５
５
年
７
月
に
運
営
を
開
始
し
た
文
化
温
泉

が
、
２
０
１
８
年
５
月
１
日
を
も
っ
て
63
年
間
の
歴
史

を
閉
じ
た
。
現
代
の
日
本
の
住
宅
事
情
で
は
、
家
風
呂

の
設
置
は
、
民
間
の
借
家
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
地

域
の
市
営
住
宅
で
も
ほ
と
ん
ど
常
識
で
あ
る
。
お
風
呂

の
無
い
家
が
ど
ん
ど
ん
減
る
中
で
、
取
材
に
協
力
し
て

く
れ
た
「
お
風
呂
屋
さ
ん
」
同
様
に
、
文
化
温
泉
の
経

営
も
大
変
苦
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
施
設
の
老

朽
化
に
よ
っ
て
修
理
費
も
か
さ
み
、
石
油
の
高
騰
も
拍

車
を
か
け
、
赤
字
額
が
毎
年
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。
決
定

的
だ
っ
た
の
は
、
お
風
呂
の
天
井
が
老
朽
化
で
抜
け
落

ち
る
事
故
が
２
回
も
起
こ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

文
化
温
泉
設
立
時
の
１
９
５
５
年
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
地
域
の
衛
生
状
況
は
悪
く
、
ト
ラ
コ
ー
マ
が
流

行
す
る
な
ど
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
な
い
環
境
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
地
域
に
お
風
呂
を

建
設
し
少
し
で
も
清
潔
で
健
康
な
生
活
を
」
と
願
っ
た

住
民
が
運
動
を
お
こ
し
、「
地
域
の
生
活
環
境
を
改
善

す
る
」
と
い
う
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
自
ら
の
力
で
実

現
す
る
公
衆
浴
場
と
し
て
文
化
温
泉
は
誕
生
し
た
。
入

浴
料
金
は
大
人
５
円
、
子
ど
も
３
円
と
安
く
、
誰
も
が

気
楽
に
入
浴
で
き
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
年
の
冬
に
な
る
と
お
客
さ
ん
が
減
っ

た
ち
で
ま
か
な
う
「
出
城
温
泉
」。
専
門
的

な
技
術
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
た
。
ど
こ
の
お
風
呂
屋
さ
ん
も
経
営
が
難

し
い
か
ら
こ
そ
、
常
連
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く

通
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
た

経
営
努
力
を
さ
れ
て
い
た
。

　

取
材
で
う
か
が
っ
た
お
話
の
う
ち
共
通
し

て
い
た
の
が
、
昔
に
比
べ
て
利
用
客
が
減
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
だ
れ
も
が
思
い
浮

か
ぶ
そ
の
理
由
は
家
風
呂
が
増
え
た
か
ら
。

そ
れ
も
確
か
に
大
き
な
理
由
だ
が
、
お
風

呂
屋
さ
ん
の
経
営
者
だ
か
ら
こ
そ
の
意
見
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
テ
レ
ビ
の

普
及
率
」。
各
家
庭
に
テ
レ
ビ
が
普
及
し
て

い
な
い
時
代
は
お
風
呂
屋
さ
ん
が
テ
レ
ビ
を

見
ら
れ
る
数
少
な
い
場
所
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ

て
赤
字
が
発
生
。
翌
年
１
月
に
は
２
円
値
上
げ
（
大
人

７
円
、子
ど
も
５
円
）
し
て
難
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
が
、

燃
料
倉
庫
の
火
災
が
重
な
っ
た
。
松
田
喜
一
さ
ん
が
保

険
会
社
と
交
渉
し
て
保
険
金
を
得
、
こ
の
災
難
も
な
ん

と
か
乗
り
切
れ
た
そ
う
だ
。
文
化
温
泉
の
運
営
は
当
初

か
ら
山
あ
り
谷
あ
り
で
大
変
だ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。

　

１
９
５
５
年
は「
部
落
解
放
全
国
委
員
会
西
成
支
部
」

が
「
部
落
解
放
同
盟
西
成
支
部
」
へ
と
名
称
変
更
し
た

年
で
も
あ
り
、
文
化
温
泉
は
松
田
喜
一
さ
ん
を
中
心
と

し
た
７
人
の
メ
ン
バ
ー
が
西
成
の
部
落
解
放
運
動
の
礎

を
築
い
た
拠
点
で
も
あ
る
。
今
も
旧
文
化
温
泉
の
跡
地

（
ア
イ
ビ
ス
コ
ー
ト
）
に
は
「
西
成
の
部
落
解
放
運
動

発
祥
の
地
」
と
い
う
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
た
め
、
現
在
の
部
落
解
放
同

盟
西
成
支
部
を
預
か
る
私
に
と
っ
て
、
文
化
温
泉
の
廃

業
と
い
う
決
断
は
非
常
に
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
。
西
成

支
部
の
65
年
の
歴
史
の
中
で
63
年
間
営
業
を
続
け
た
文

化
温
泉
の
歴
史
は
名
実
と
も
に
西
成
支
部
の
運
動
の
歴

史
で
あ
る
。
そ
の
廃
業
を
前
に
、
一
つ
の
時
代
が
た
し

か
に
終
わ
っ
た
と
い
う
感
を
持
っ
た
。

　

現
在
、
地
域
に
は
わ
た
し
た
ち
が
経
営
に
関
わ
っ
て

い
る
「
三
星
温
泉
」
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
本

誌
で
紹
介
し
て
き
た
地
域
の
「
お
風
呂
屋
さ
ん
」
と
も

ど
も
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
地
域
の
方
々
に
か
わ
い

が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
最
後
に
、
63

年
の
長
き
に
亘
り
文
化
温
泉
を
支
え
て
く
れ
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

部
落
解
放
同
盟
西
成
支
部　

支
部
長　

寺
本
良
弘

を
見
な
が
ら
利
用
客
同
士
が
自
然
と
会
話
し

交
流
す
る
こ
と
を
通
じ
て
銭
湯
が
居
場
所
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ

が
ど
の
家
庭
に
も
普
及
し
た
こ
と
に
よ
り
、

お
風
呂
屋
さ
ん
で
テ
レ
ビ
を
見
る
必
要
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
お
風
呂
と
テ

レ
ビ
、
全
く
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
そ
の
よ
う
な
理
由
を
聞
く
と
、
日
本
の

家
庭
の
姿
の
移
り
変
わ
り
が
垣
間
見
え
る
よ

う
で
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。

　

取
材
は
本
当
に
私
た
ち
自
身
の
勉
強
に

な
っ
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
風
呂
屋
さ

ん
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。担

当

：

山
村
裕
太
・
寺
島
史
視

総
集
編

文
化
温
泉
を
想
っ
て
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[ 寺島史視 ]10月26日(金)にゆ～とあいで高齢者
向けに「振り込め詐欺」といった特殊詐欺の講座を開
催する。今、大阪で多発しているので多くの高齢者に
参加してもらい自分自身のことのように感じてほしい。

も
と
に
も
ど
す

ハ
ナ
レ
バ
ナ
レ
に
な
っ
た
人
と
ま
ち
。

く
ら
し
の
窓
か
ら
、紡
ぐ
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
る
。

[ 谷口円 ] 自宅事務所の自営業なので、オンオフ
の切り替えには悩まされます。そこでアロマを導
入しまして、仕事中は交感神経に、仕事終了後は
副交感神経に効く香りを使用。割と良いです。

[ 安田拓也 ] あの暑さはどこに行ったんだと思う
ほど、ある朝突然肌寒くなった。その度に日本の
四季は憎めないなと思ってしまう。むしろ暖かさ
を求めて、思わず毛布を出してしまった。

[ 西田吉志 ]10 月 13 日から、にしなり隣保館スマイ
ルゆ～とあいで「みんな食堂」を開催することにな
りました。予定では毎月第 2 土曜日に開催予定。い
ろいろな人たちに来てほしいので、みなさんもぜひ！

今
年
は
無
事
に
年
を
越
せ
る
だ
ろ
う
か
。
う
ち
の
ア
パ
ー
ト

は
共
同
物
干
し
の
屋
根（
波
板
）が
き
れ
い
に
ど
こ
か
へ
行
っ

て
し
ま
っ
た
。そ
し
て
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
て
い
た
足
場
の
倒
壊
場
所
も
ア

パ
ー
ト
か
ら
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
。
怖
い
思
い
を
し
た
と
同
時
に
、翌
朝
に

は
き
れ
い
に
片
付
け
ら
れ
て
い
た
の
に
は
驚
い
た
。

　
い
よ
い
よ
関
西
に
も
自
然
災
害
の
衝
撃
が
駆
け
め
ぐ
っ
た
。そ
れ
と
同

時
に
、色
ん
な
仕
事
人
た
ち
が
駆
け
回
っ
た
日
で
も
あ
る
。
今
は
ど
う
だ

ろ
う
。
実
家
の
修
理
待
ち
は
ま
だ
続
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
し
ば
ら
く
の

間
は
ど
こ
の
業
者
さ
ん
も
人
手
が
足
ら
ず
、仕
事
を
お
願
い
す
る
の
も
気

が
引
け
る
ほ
ど
だ
。そ
ん
な
時
に
近
所
の
顔
見
知
り
の
工
務
店
な
ん
か
が

あ
る
と
、取
り
あ
え
ず
の
応
急
処
置
で
あ
れ
ば
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
。

　
例
え
ば
建
物
だ
け
で
も
屋
根
や
ガ
ラ
ス
、ア
ン
テ
ナ
や
電
気
に
造
園
、

産
廃
、ま
た
飛
散
物
が
当
た
っ
て
壊
れ

た
部
分
の
修
理
も
き
っ
と
す
ご
い
数

だ
と
思
う
。
少
し
周
り
を
見
る
だ
け
で

色
ん
な
仕
事
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
。
一
度
壊
れ
た
も
の
を
元

に
戻
す
の
は
新
し
く
作
る
よ
り
も
手

間
も
暇
も
か
か
る
。
改
め
て
身
の
回
り

の〝
当
た
り
前
〞に
感
謝
し
た
日
々
で

し
た
。

（
安
田
拓
也
）

小林 敏子（こばやし としこ）さん
　生まれも育ちも松之宮校区の西成育ち。
「責任感」「きっちり」「辛抱強い」という言
葉がぴったりな小林さん。ご本人も自覚さ
れているとか。公営住宅の自治会の役員に
なってもう17年。会長になった今は一人で
役員業務をこなし、四苦八苦している毎日。
「きっちりしたい」という責任感で時には厳
しく言うことも。けど、「キツイ人」と誤解
されるのが悩みのタネ。次を担ってくれる
人が現れないのは心配のタネ。
　そんな小林さんのお気に入り、顔と声は
福山雅治、歌は福田こうへい。とくに節回
しがいいそうです。今回は「たまには息抜
きもしてね」のおとなりさんでした。

なにわ筋の折れた街路樹

　第１回目に紹介するのは私が最も愛する鳥類の一つ、
フクロウです。
　フクロウ（学名：Strix uralensis）はフクロウ目
フクロウ科の鳥類で、温帯から亜寒帯にかけたユーラ
シア大陸（日本を含む）に広く分布します。国内では
北海道・本州・四国・九州に広く分布し、平地から山
地にかけての森林や里山、農耕地、緑の多い公園など
に生息する留鳥（季節によって渡りなどしない鳥）です。
　大きさは 50 ～ 60cm、日本に生息するフクロウの
仲間としては大型であり、雄と比べて雌の方が大きい
傾向にあります。全体的に白みを帯びた褐色、お面の
ような顔と大きい目、黄色っぽいくちばしが特徴のど
こか可愛らしい姿で、また鳴き声は「ゴロスケホッホウ」
などと‘聞きなし’され、古くから人々に親しまれて
います。鳴き声は複数あり、威嚇の声は「ワン、ワン」
としゃがれた犬のようになります。
　本種は夜行性で肉食性。日中は樹洞や枝先に止まっ
てじっとしていることが多くて夜間活発に行動し、ネ
ズミ類など小型の哺乳類や鳥類、昆虫類などを捕食し
ます。採餌方法は待ち伏せ型。獲物の動きや物音を察
知して、音を立てずに飛びながら忍びより、一気に捕
らえます。音を立てずに飛べるこの仕組みはフクロウ
の仲間独特の羽に秘密があります。風切羽にあるギザ
ギザが音の出る要因である空気抵抗を減らしているの
です。この仕組みはバイオミメティクス（生物の構造
などを解析し模倣して科学に応用する技術）として新

幹線など電車のパンタグラフに応用され、30%の騒音
削減に一役買っています。
　フクロウの繁殖時期は２～４月。野生では定住先の
なわばり周辺の大木の樹洞や猛禽類の古巣などを利用
して数日おきに１個ずつ産卵し、全部で２～５個にな
ります。孵化した雛は１ヵ月ほどで巣立ちし、親の保
護を受けながら独り立ちを迎えます。
　そんな魅力的なフクロウですが、近年は営巣場所の
樹洞や採餌空間の減少、アライグマによる捕食や競合
によって全国的に数を減らしており、大阪府では準絶
滅危惧種（NT）に指定されています。
　長野公園ではフクロウが営巣できる環境づくりを目
指しており、「河内長野ふくろうの森プロジェクト」に
加入するとともに、園内各地にフクロウの巣箱を設置
して繁殖を補助したり、調査活動をしたりしています。
毎年、園内のどこかで可愛らしい雛が顔を見せてくれ
ます。今年度は
園内３箇所で繁
殖し、無事巣立
つことに成功し
ました。今後も
このフクロウた
ちが住める環境
づくりを続けて
いきたいと思い
ます。

長野公園に勤務するわたくし大門が、勤務地やMyフィールドに棲む生
き物の生態や豆知識などを紹介していきます。実用的な知識だけでなく生
き物好きな人間の私的な関心も多いかも。どうぞお気楽に読んでください。

長野公園に生息するフクロウ（成鳥）

長野公園に生息するフクロウ（幼鳥）

vol.1

里山の賢者
フクロウ
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官
公
庁
に
6
9
0
0
人
の
障
害
者

が
働
い
て
い
る
と
言
っ
て
た
の
に
、

3
4
6
0
人
は
ウ
ソ
だ
っ
た
。
い
っ
た

い
、
ど
こ
ま
で
闇
な
の
か
、
官
庁
や
自

治
体
の
障
害
者
雇
用
率
不
正
算
入
問
題

は
深
刻
だ
。
そ
の
直
接
的
原
因
は
、
①

深
刻
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
欠
如
で

あ
り
、②
省
庁
自
ら
が
率
先
し
て
共
生

社
会
を
築
く
と
い
う
意
欲
の
欠
如
で
あ

る
。
猛
省
と
と
も
に
、
原
因
の
掘
り
下

げ
が
求
め
ら
れ
る
問
題
だ
。

　
た
だ
、こ
の
問
題
に
は
間
接
的
な
原

因
も
あ
る
。
③
現
行
障
害
者
雇
用
促
進

法
で
は
、国
や
自
治
体
の
行
政
機
関
は

報
告
義
務
も
な
け
れ
ば
、罰
則
規
定
も

適
用
さ
れ
な
い
た
め
に
悪
用
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
。
④
診
断
書
に
基
づ
く
障
害

者
認
定
に
は
曖
昧
な
点
も
多
く
、拡
大

解
釈
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
。
⑤
専
門
性
の
高
い
官
公
庁
業
務
に

と
っ
て
、「
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の

な
い
ま
ま
で
の
雇
用
率
ア
ッ
プ
改
定
は
、

か
な
り
の
重
荷
に
な
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
同
時
に
、今
回
の
不
正
算
入
問
題
は
、

労
働
現
場
の
実
態
か
ら
乖
離
し
た
障
害

者
雇
用
制
度
の「
ひ
ず
み
」
も
遠
因
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
⑥
そ
も
そ

も
障
害
者
認
定
が
手
帳
や
診
断
書
の
み

に
依
拠
す
る「
医
療
モ
デ
ル
」
に
な
っ

て
お
り
、是
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
。
⑦
と
く
に
自
治
体
現
場
に

顕
著
な
委
託
な
ど
、業
務
の
多
元
化
が

考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
⑧

雇
用
率
制
度
は
義
務
規
定（
権
力
規
定
）

で
、雇
う
側
と
雇
わ
れ
る
側
の
対
等
な

関
係
に
立
ち
返
る
な
ら
、法
定
雇
用
率

と
同
時
に「
共
生
雇
用
率（
仮
称
）」
と

で
も
表
現
す
べ
き
双
方
向
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
な
市
場
目
標
が
必
要
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
、な
ど
で
あ
る
。

　
す
で
に
、在
野
で
は
幾
つ
か
の
試
み

が
成
さ
れ
て
い
る
が
、公
共
及
び
準
市

場
に
限
定
し
て
紹
介
し
て
み
た
い
。
⑨

大
阪
府
等
幾
つ
か
の
自
治
体
は
、公
共

発
注
業
務
契
約
に
お
い
て
障
害
者
や
就

職
困
難
者
の
雇
用
を
評
価
点
と
し
て
お

り
、雇
用
実
績
で
は
法
定
雇
用
率
の
３

倍
ま
で
、契
約
当
該
現
場
で
は
10
倍
ま

で
を
加
点
対
象
と
し
て
い
る
。
⑩
福
祉

現
場
で
は
い
わ
ば
非
課
税
分
社
会
貢
献

と
い
う
観
点
で
、制
度
に
拠
ら
ず
職
域

を
開
拓
し
、手
帳
所
持
の
有
無
に
も
と

ら
わ
れ
な
い
就
労
モ
デ
ル
を
実
践
し
て

い
る
。

　
以
上
の
10
項
目
を
考
慮
し
て
、今
回

の
問
題
へ
の
対
処
方
策
を
検
討
し
た
い
。

⑪
問
題
の
社
会
に
与
え
る
影
響
を
考
え

る
と
、
障
害
者
等
被
害
当
事
者
が
参
画

す
る「
検
証
委
員
会
」
の
設
置
が
喫
緊

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
⑫
3
0
0
0
人

を
超
え
る
と
も
想
定
さ
れ
る
未
達
成
分

の
拙
速
な
数
合
わ
せ
的
雇
用
で
は
、か

え
っ
て「
二
次
災
害
」
を
引
き
起
こ
す

と
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、国
会
が
介

在
し
て
一
定
の
猶
予
期
間
を
設
定
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
⑬
そ
の
際
、

省
庁
内
の
就
労
支
援
計
画
の
策
定
を
義

務
付
け
、
そ
れ
を
検
証
す
る「
臨
時
的

な
期
限
法
」が
検
討
さ
れ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
⑭
あ
わ
せ

て
、手
帳
だ
け
に
拠
ら
な
い
障
害
者
認

定
の
あ
り
方
お
よ
び「
共
生
雇
用
率（
仮

称
）」や「
非
公
務
員
省
庁
及
び
自
治
体

職
員
」、
政
策
的
な
外
部
委
託
に
お
け

る
雇
用
創
出
な
ど
、共
生
社
会
を
築
く

た
め
の
総
合
的
政
策
目
標
を
検
討
す
る

場
が
用
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
雨
降
っ
て
地

固
ま
る
の
で
な
け
れ
ば
詮
無
い
事
件
に

な
る
。

障
害
者
雇
用
率
不
正
算
入
問
題
へ
の
緊
急
提
案

冨田一幸

人間のしあわせ、福祉のあり方、そ
して新しい社会の結びつきを求め
て、これからも ｢いい湯かげん｣ の
テーマ探しに出かけます。

[ 山村裕太 ] とあるフィールドワークで神戸の関
帝廟へいきました。熱心に関帝について１０分ほ
ど語ってくれる人がいました。あとで聞くと講師
でなく、ただの観光客でした。

[ 若松司 ] 思考の瞬発力が足りないのに気づいた。
「おかしいな」ということにその場ですぐに気づ
けないらしい。後手になって右往左往。

「社会を知って」「社会に踏み出す」
そんな L’s  Co l lege  P lus の取り組みを

紹介していきます。

　これまで「大阪には台風は来ない」と高をくくっていた大阪人に

天罰のような台風21号の猛威。ものすごい雨風の前にどうする事

もできない。状況をただ見ているだけ！ 無力感でいっぱいだ。台風

が過ぎた後、近所を歩いていると被害状況が見えてきた。「ゆ〜とあ

い」も停電になった。

「ゆ〜とあいとして何ができる？」。災害時には様々な状況下で何が

できるかを常に考えながら行動する必要がある。しかし停電に対す

る備え、食料・飲料水等の備蓄、連絡網、区役所との情報交換など体

制整備と職員の行動指針など本当に何も出来ていなかった。台風

21号が過ぎ去った直後の９月７〜８日、鶴見橋中学校の生徒と避

難所合宿を行う。職員一同、災害への備えを学ぶ機会としたい。

（寺本良弘）

接客学習 ～初めてのお買い物～

にしなり隣保館の館長が日々の出来事
について胸のうちで皮算用しているこ
とを語っていくよ。

エ
ル

カレ
通信

vol.6

　猛暑が続いた８月の終わりに、古着屋実習で
の接客の実際を学ぶために、天王寺のＱ ’ ｓ Ｍ
ａｌｌに出かけました。また、自分の服を自分
で選んだ経験がない方がほとんどだったので、
実生活の体験を広げてもらうことも今回の目的
にしました。
　みんなで全体を見て回り、まずはフードコー
トで腹ごしらえをすることにしました。冷やし
うどんでにっこりの方もいれば、大きなお肉の
プレートにパスタにポテトに…「今回の目的を
忘れていない？」とちょっと心配になる方もい
ましたが、みなさん思い思いの食事を購入され
ていました。しっかりパワーをつけた後は男女
に分かれてお買い物へ。
　自分の服を自分で選んだことのない方ばかり
だったので、事前に何を買うか調べておいたこ
ともあって、皆さん迷わずにお気に入りをゲッ
ト！
　選ぶのも初めてなら、試着をお願いするのも
初めて。ドキドキしながら店員さんにお願いを
して試着室へ。サイズ交換をお願いできた人も

いました。レジも少し緊張しましたが、店員さん
がゆっくりお付き合いくださり、「初めてのお買
い物」は大成功…初めの予定とは違うものを買っ
た人も多く、お家で話の花が咲きました（笑）。
　買い物後にはおやつを楽しみながら振り返り
では「秋のディスプレイでした」「子ども服のコー
ディネートが可愛かった」「初めての経験で緊張
したけど店員さんが優しかった」など、生活の
体験と実習のための学びの２つを一度に学べた
１日でした。　　　　　　　　　　   大島みどり

1011



「
一
番
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か
」

と
聞
か
れ
た
ら
何
と
答
え
ま
す

か
？ 

「
家
族
、健
康
、仕
事
」が
大

切
と
い
う
答
え
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、「
自
分
自
身
」が
一
番
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。お
釈
迦
様
は

「
こ
の
世
で
は
自
分
が
最
も
愛
し

い
も
の
。し
か
し
自
分
を
愛
す
る

あ
ま
り
他
人
を
害
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
教
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
の
よ
う
に
自
分
や
自
分
の
回

り
の
人
々
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
、他
の
人
々

へ
の
配
慮
を
欠
く
な
ら
ば
、お
釈
迦
様
の
教
え
と
の
違

い
を
感
じ
ま
す
。
仏
教
は
自
利
利
他（
自
分
が
さ
と
り
、

他
を
救
う
）の
精
神
が
根
本
で
す
。
言
い
換
え
る
と
、自

分
の
幸
せ
は
他
人
の
幸
せ
が
な
く
て
は
成
り
立
た
な
い

の
で
す
。

　

近
江
商
人
の
理
念
に「
三
方
よ
し
」が
あ
り
ま
す
。そ

の「
売
り
手
よ
し
、買
い
手
よ
し
、世
間
よ
し
」と
は「
物
が

売
れ
る
こ
と
で
、自
分
が
喜
び
、相
手
も
喜
び
、社
会
の
発

展
に
寄
与
す
る
」と
い
う
意
味
で
す
が
、ま
さ
に
自
利
利

他
の
精
神
に
通
じ
ま
す
。「
心
の
時
間
」は「
自
分
だ
け
良

け
れ
ば
幸
せ
」の
殻
を
破
り「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
道
」

を
探
す
時
間
で
も
あ
り
ま
す
。　
　
　

  

松
向
寺　

通
法

　忙しくなると、年を取ったら仕事は辞めて図書館で読書、旅行やス
ポーツジムに行ってのんびり過ごそうと考えて、現実逃避しがちにな
る。そんな自分の願う生活を行っている知人と話す機会が最近あった。
　その人は、年金暮らしで、図書館で本を読み、映画を見に行って、山
登り・ハイキングに行くなど、うらやましい生活を行っている。しかし、
それが毎日になるとそんなに楽しくはないらしい。今は地域のため
に何かやりたいので、できることはないかと相談を受けた。
　そういえば、こども食堂などの活動に参加している人の中には、電
車賃を払って、自分の時間を使って、差し入れまでしてくれる人も少
なくない。なんでそこまでしてくれるのかと聞くと、「自分のためです」
と答える人がいたが、そんな人は珍しいと思っていた。
　ただ、自分の知人にもそんな考えを持つ人がいることを知ると、世
の中にはそんな人はたくさんいるように感じた。隣保館の出番がま
た増えた。

にしなり隣保館「スマイル ゆ～とあい」は、地域コミュニ
ティ全体が抱える課題の解決をめざす民設民営の福祉施設
です。日々悩んでおられる困りごとはありませんか？お悩
み解決のためにできることをいっしょに探しましょう。

隣保館などで事業を行う中で感
じたことをつぶやいて、西成の
まちづくりに役立てていきます！まちづくりに役立てていきます！

なび編集長 寺嶋公
典

地域の縁を心でつなぐ
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